
平
成
二
十
二
年
八
月
二
日
提
出

質

問

第

一

三

号

薬
物
依
存
症
者
の
治
療
・
社
会
復
帰
の
支
援
の
充
実
強
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

塩

川

鉄

也

13



薬
物
依
存
症
者
の
治
療
・
社
会
復
帰
の
支
援
の
充
実
強
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

近
年
、
大
学
生
の
大
麻
事
件
や
有
名
人
に
よ
る
薬
物
乱
用
が
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
、
い
ま
や
薬
物
汚
染
は
広
く
地
域
に
拡

大
を
つ
づ
け
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
薬
物
事
犯
の
再
犯
率
は
五
〜
六
割
と
高
く
、
薬
物
依
存
症
を
一

人
で
は
回
復
の
困
難
な
「
病
気
」
と
認
め
、
回
復
・
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
精
神
科
的
対
応
な
ど
薬
物
依
存
症
者
へ
の
本
腰
を
入

れ
る
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
政
府
は
、
一
昨
年
「
第
三
次
薬
物
乱
用
防
止
五
か
年
戦
略
」
を
と
り
ま
と
め
、
さ
ら
に
今
年
七
月
、
「
薬
物

乱
用
防
止
戦
略
加
速
化
プ
ラ
ン
」
（
以
下
、
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
と
す
る
）
を
具
体
化
し
た
。
そ
こ
で
「
目
標
�

薬
物
依

存
・
中
毒
者
の
治
療
・
社
会
復
帰
の
支
援
及
び
家
族
へ
の
支
援
の
充
実
強
化
に
よ
る
再
乱
用
防
止
の
推
進
」
に
関
わ
っ
て
、
以

下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

「
薬
物
依
存
者
の
再
犯
防
止
を
図
る
た
め
、
‥
（
略
）
‥
『
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
制
度
』
の
導
入
に
努
め
る
。
」

（
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
）
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
�
刑
事
罰
を
与
え
る
だ
け
の
現
在
の
や
り
方
で
は
な
く
、
回
復
へ
の
手
立

て
を
と
る
こ
と
�
を
求
め
て
き
た
薬
物
依
存
症
者
や
そ
の
家
族
の
要
望
に
一
定
程
度
応
え
る
法
改
定
と
も
言
え
る
。
し
か

し
、
広
が
っ
た
執
行
猶
予
期
間
の
受
け
皿
が
不
十
分
な
ま
ま
で
実
施
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
再
犯
率
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
か

一



ね
な
い
。
一
部
執
行
猶
予
の
対
象
と
な
る
薬
物
使
用
者
に
対
し
て
は
特
に
薬
物
依
存
症
か
ら
の
回
復
の
た
め
の
手
立
て
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
か
。

二

法
務
省
は
、
法
制
審
議
会
第
百
六
十
二
回
会
議
（
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
四
日
開
催
）
に
あ
げ
ら
れ
た
要
綱
（
骨
子
）

案
の
中
で
、
「
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
制
度
」
及
び
「
社
会
貢
献
活
動
を
特
別
遵
守
事
項
と
す
る
制
度
」
を
あ
げ
て
い
る

が
、
社
会
貢
献
活
動
の
具
体
的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
薬
物
依
存
症
者
が
再
犯
に
陥
ら

な
い
た
め
に
は
、
社
会
貢
献
活
動
を
行
わ
せ
る
一
方
で
地
域
で
の
継
続
さ
れ
た
治
療
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
か
。

三

「
薬
物
事
犯
で
検
挙
さ
れ
た
者
に
対
し
て
、
再
乱
用
防
止
に
つ
な
が
る
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
民
間

団
体
の
活
動
支
援
や
関
係
機
関
間
の
連
携
に
努
め
る
。
」
（
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
）
と
し
て
い
る
が
、
対
象
と
し
て
想
定
し

て
い
る
民
間
団
体
と
は
何
か
。
ま
た
、
具
体
的
活
動
支
援
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

四

「
薬
物
事
犯
容
疑
の
未
決
拘
禁
者
に
対
し
て
、
‥
（
略
）
‥
、
貸
与
す
る
書
籍
等
の
中
に
薬
物
乱
用
防
止
に
関
す
る
資
料

等
を
含
め
る
等
、
」
（
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
）
と
あ
る
が
、
資
料
の
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
薬
物
依
存
症
の
治
療
・
回
復
に

関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
情
報
の
提
供
や
、
回
復
者
等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
る
等
、
よ
り
積
極
的
な

二



介
入
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
よ
。

五

「
薬
物
依
存
離
脱
指
導
を
‥
（
略
）
‥
、
そ
れ
以
外
の
者
に
つ
い
て
も
、
同
指
導
の
実
施
率
を
向
上
さ
せ
る
」
（
「
加
速

化
プ
ラ
ン
」
）
と
し
て
い
る
が
、
薬
物
依
存
離
脱
指
導
の
対
象
を
、
薬
物
事
犯
者
の
み
で
は
な
く
、
窃
盗
や
傷
害
な
ど
で
逮

捕
さ
れ
た
者
で
も
薬
物
使
用
が
背
景
に
あ
る
場
合
は
薬
物
依
存
離
脱
指
導
の
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
如
何

か
。

六

「
保
護
観
察
所
に
お
い
て
、
‥
（
略
）
‥
引
受
人
会
を
積
極
的
に
開
催
し
、
」
（
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
）
と
し
て
い
る

が
、
全
国
五
十
保
護
観
察
所
の
内
、
引
受
人
会
を
実
施
し
て
い
る
保
護
観
察
所
は
平
成
二
十
年
度
に
は
十
四
保
護
観
察
所
に

す
ぎ
な
い
。
現
在
、
各
保
護
観
察
所
に
引
受
人
会
の
設
置
は
義
務
付
け
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
開
催
回
数
や
開
催
内
容
に
つ

い
て
の
国
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
今
後
「
積
極
的
に
開
催
」
と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

具
体
的
に
考
え
て
い
る
の
か
。

七

「
公
共
職
業
安
定
所
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
」
（
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
）
と
あ
る
が
、
公
共
職
業
安
定
所
以
外
ど
の

よ
う
な
機
関
と
の
連
携
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
厚
生
労
働
省
社
会
福
祉
推
進
事
業
と
し
て
取
り
組

ま
れ
た
「
都
道
府
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
薬
物
事
犯
者
の
受
け
皿
と
し
て
も
大
変
有
効
な
セ
ン
タ
ー
と
考
え

三



る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
と
と
も
に
、
薬
物
事
犯
者
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
を
求
め
た
い
が
如
何
か
。

八

「
地
域
に
お
け
る
薬
物
等
依
存
症
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
‥
（
略
）
‥
『
地
域
依
存
症
対
策
推
進
モ
デ
ル
事
業
』
を
積

極
的
に
進
め
る
。
」
（
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
）
と
し
て
い
る
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
モ
デ
ル
事
業
は
平
成
二
十
三
年
で
終

結
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
新
た
な
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
も
実
施
主
体
と
す
る
な
ど
幅
広
い
活
動

も
採
用
で
き
る
よ
う
柔
軟
な
対
応
を
求
め
た
い
が
如
何
か
。
ま
た
、
モ
デ
ル
事
業
実
施
後
有
効
な
も
の
は
都
道
府
県
等
を
対

象
と
し
た
恒
常
的
な
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う
予
算
措
置
等
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
そ
の
点
に
つ

い
て
は
ど
う
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

九

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
行
っ
て
い
る
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
国
は
そ
の

普
及
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

十

平
成
二
十
二
年
度
新
規
事
業
と
し
て
依
存
症
回
復
施
設
職
員
研
修
事
業
に
五
百
万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
実
施
状
況
は
如
何
か
。

十
一

就
労
支
援
、
社
会
貢
献
活
動
の
支
援
に
関
し
、
薬
物
問
題
に
起
因
す
る
犯
罪
者
が
執
行
猶
予
を
受
け
て
、
社
会
の
中
で

更
生
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
第
一
に
依
存
症
の
治
療
回
復
を
図
る
こ
と
が
持
続
的
な
就
労
や
有
効
な
社
会
貢
献
の
前
提
と
な

四



る
。
そ
の
た
め
に
は
受
け
皿
と
な
る
治
療
回
復
施
設
の
創
設
、
拡
充
が
必
須
条
件
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
の
目
標
と
具
体
的

手
段
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

十
二

「
薬
物
依
存
の
理
解
を
深
め
る
資
料
・
教
材
の
配
布
、
薬
物
乱
用
対
策
推
進
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充
等
」

（
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
）
を
行
う
と
あ
る
が
、
配
布
部
数
や
配
布
場
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
な
ど
の
状
況
、
効

果
に
つ
い
て
の
評
価
は
如
何
か
。
ま
た
、
薬
物
依
存
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
情
報
提
供
の
推
進
と
し
て
、
例
え
ば
広
く
市

民
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
よ
り
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は

如
何
か
。

十
三

厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
障
害
者
総
合
対
策
研
究
事
業
「
薬
物
依
存
者
・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
者
の
自
殺
の
実
態
解

明
と
自
殺
予
防
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
る
と
、
海
外
で
は
薬
物
依
存
症
者
の
自
殺
リ
ス
ク
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
わ
が
国
に
も
薬
物
依
存
症
者
で
は
、
自
殺
企
図
歴
を
持
つ
者
が
非
常
に
高
率
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
民
間
回
復
施
設
の
中
で
も
自
殺
問
題
は
深
刻
で
あ
る
。
ま
た
最
近
で
は
、
処
方
さ
れ
た
向
精
神
薬
の
乱
用
・
依

存
が
自
殺
行
動
に
無
視
で
き
な
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
調
査
結
果
も
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
態
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
評
価
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
具
体
的
対
応
は
如
何
か
。

五



右
質
問
す
る
。

六


